
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(様式１）１／３
	学校名：　明　治　大　学　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 （実施地域名：　関　　東　 ）


	 氏名
	 ローマ字名
	
	漢字名
	

	 生年月日（年齢）
	    　　　　　 　　（　　　）
	 性        別
	□男　　　　　□女

	 現住所
	

	 電話番号
	
	 国        籍
	 　

	 ｅ－ｍａｉｌ
	

	専　攻　分　野
	
	専攻分野の分類
	□文系　　□理系　　□文理系

	プログラム開始

時在学機関
	　　学校名：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　学部・研究科名：　　　　　　　　　　　年次：（学部・修士・博士）　　年

	卒業予定年月
	  　卒業予定年月：　　　　　　　　年　　　　月　　　　　　　　　 　　　　　

	学業成績
（大学記入欄）
	優　・　良　・　可　・　不可

	受給奨学金名
学費減免制度名

（受給・減免期間）
	　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
（平成　　年　　月　～　平成　　年　　月）
次の１．２．３．のうち該当するものに○をつけて下さい。
上記奨学金・減免制度は、

 １．  受給・減免が確定している/受給・減免中である
２． （１．以外で）過去に受給・減免した
３.　（１. 以外で）申請中

	日本語能力
	下記①～③のいずれか該当する番号にチェックを記入すること。
プログラム開始時に

□①ＢＪＴビジネス日本語能力テストＪ２以上もしくは日本語能力試験１級もしくは相当程度の日本語能力を習得している。
□②ＢＪＴビジネス日本語能力テストＪ３以上もしくは日本語能力試験２級以上もしくは相当程度の日本語能力を習得している。
□③上記①、②の能力に満たない。

	その他、特筆すべき実績
	


（様式１）２／３
推薦理由（大学記入）
　推薦理由を記入するにあたっては、下記の５点を簡潔かつ明瞭に記述すること。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　
１．応募者の成績・研究内容について　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
２．応募者の日本企業・日系企業への就職意志について　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
３．応募者の就職希望職種・業界について、またその適性について　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
４．現状の日本語能力と学習成果の見込みについて　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
５．学習環境について　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
　　　　　　（指導教官）推薦者署名　役職：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　  　氏名：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　


奨学金の受給が確定していない者、２０年度以前対象奨学金等を過去に受給していたが２１年度は対象奨学金等を受給していない者、または、年齢制限を超えている者については、学部長・学科長相当以上の責任ある立場の者が推薦者として以下に署名すること。　　　　　　
（学部長・学科長以上）推薦者署名　役職：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　氏名：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 

（様式１）３／３
応募理由（応募者記入）
（テーマ）： 「日本企業・日系企業への就職を志す理由」
  　　　　　　　　　　　　　　　　日本語で800字以内，ワープロ等で印字されたもの
　　氏名　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

（注意）応募理由を記入するにあたっては就職希望職種・業界について明確にすること。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　記入例

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(様式１）１／３
	学校名：日本経産省大学　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 （実施地域名：関東　 ）


	 氏名
	 ローマ字名
	　KEI　SANSHO
	漢字名
	　　経　　産省

	 生年月日（年齢）
	   1983.07.24　　（　24　）
	 性        別
	■男　　　　　 □女

	 現住所
	  東京都千代田区霞が関００－００

	 電話番号
	０３－００００－００００
	 国        籍
	 　中国

	 ｅ－ｍａｉｌ
	KEI@○○.ac.jp　　　　
	専攻分野の分類
	□文系　　□理系　　□文理系

	専　攻　分　野
	

	 プログラム開始時在学機関

	　学校名　　　　：日本経産省大学　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　学部・研究科名：　工学部　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
年次　　　　　：■学部　　□修士　　□博士）　３　年

	卒業予定年月
	  　卒業予定年月：　　2011　　　　　年　　3　　月　　　　　　 　　　　　

	学業成績
（大学記入欄）
	　
優　・　良　・　可　・　不可

	受給奨学金名

授業料減免制度名

（受給・減免期間）
	　　○○○奨学金　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
（平成　21　年　4　月　～　平成　23　年　3　月）

次の１．２．３．のうち該当するものに○をつけて下さい。
上記奨学金・減免制度は、

 １．  受給・減免が確定している/受給・減免中である
２． （１．以外で）過去に受給・減免した
３.　（１. 以外で）申請中

	日本語能力
	下記①～③のいずれか該当する番号にチェックを記入すること。
プログラム開始時に
■①ＢＪＴビジネス日本語能力テストＪ２以上もしくは日本語能力試験１級もしくは相当程度の日本語能力を習得している。
□②ＢＪＴビジネス日本語能力テストＪ３以上もしくは日本語能力試験２級以上もしくは相当程度の日本語能力を習得している。
□③上記①、②の能力に満たない。

	その他、特筆すべき実績
	・○○大学第３回日本語スピーチコンテスト　優秀賞受賞
・本国の日系企業での就職経験あり（１年間）
・○○大学留学生会代表
・日本語能力試験　１級

・ＢＪＴビジネス日本語能力テスト　530点（J1相当）


（様式１）２／３
推薦理由（大学記入）
　推薦理由を記入するにあたっては、下記の５点を簡潔かつ明瞭に記述すること。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　

１．応募者の成績・研究内容について　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　KEI SANSHO君は工学部で学年でもトップクラスの優秀な成績を修め、３年次には情報処理のゼミを希望しています。１、２年次においても情報処理関連の成績は非常に優秀であり、また総合的な成績においても学年でトップクラスです。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
２．応募者の日本企業・日系企業への就職意志について　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　KEI SANSHO君は日本留学当初から日本企業への就職を希望しており、日本のメーカーでソフト開発技法を学び、中国の現地法人で管理職を目指しております。KEI　SANSHO君は友人からの人望も厚く、リーダー向きの性格であり、日本企業への就職意欲も高く、将来は良きリーダーになると思います。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
３．応募者の就職希望職種・業界について、またその適性について　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　母国である、中国においてIT産業の伸張はめざましく、その分野での日本からの期待も高まっております。日中共同プロジェクトも多く、その際にKEI　SANSHO君のような情報処理関連の成績が優秀な人材は非常に有用であります。本人と面談を行った結果、将来はメーカーなどの情報処理分野に進み、制御系ソフト開発を行いたいとのこと。情報処理系科目の成績も良く希望職種に対する適性は十分にあると思われます。
（年齢が超えていた場合の例→）年齢は２８歳ではあるが、日本留学前の３年間母国でシステム開発会社に勤務していた経験があるので、情報分野における知見・ノウハウを有し、地元企業からの採用ニーズも十分見込まれる。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
４．現状の日本語能力と学習成果の見込みについて　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　日本語能力試験１級を取得しており、日本語での授業にも慣れ、現在の日本語能力は問題ありません。本プロジェクトに参加し、２年後には十分なビジネス日本語を身につける能力があると期待されます。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
５．学習環境について　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　KEI SANSHO君は本学の寮に住んでおり、○○奨学金を受けているため経済的な問題はなく、学業に十分専念できる環境にあると思われます。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　また、留学生センターで、定期的な面談を行い、学業面や精神面におけるケアを実施しております。以上より、KEI SANSHO君は本プログラムに十分専念できる環境にあると思われます。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　（指導教官）推薦者署名　役職：　日本経産大学　工学部　教授　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　  　氏名：　経済　太郎　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　


奨学金の受給が確定していない者、２０年度以前対象奨学金等を過去に受給していたが２１年度は対象奨学金等を受給していない者、または、年齢制限を超えている者については、学部長・学科長相当以上の責任ある立場の者が推薦者として以下に署名すること。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
（学部長・学科長以上）推薦者署名　役職：　日本経産大学　工学部長　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　氏名：　通商　次郎　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 

（様式１）３／３
応募理由（応募者記入）

（テーマ）： 「日本企業・日系企業への就職を志す理由」
  　　　　　　　　　　　　　　　　日本語で800字以内，ワープロ等で印字されたもの

　　氏名　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

（注意）応募理由を記入するにあたっては就職希望職種・業界について明確にすること。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
該当するものに○をつける





□にレ点等でチェック記入





該当性別をチェック





2009年4月１日時点の年齢を記載












